
２月２６日 「うるう年について」 
 

 

おはようございます。今日は「うるう年」について話します。 

皆さんは「うるう年」という言葉を聞いたことがありますか。だ

いたい４年に一度のペースで「うるう年」があり、２月が平年の２

８日ではなく、２月２９日まであり１日増えることになります。１

年は３６５日ですが、うるう年の場合は、１日増えて３６６日とな

ります。「うるう」という漢字は「閏」と書き、「ふえる」という意

味があるそうです。 

今年はちょうど「うるう年」にあたり、今週の金曜日の２月２９

日が「うるう日」となります。 

なぜ、４年に一度、１日増えるかというと、地球が太陽の周りを

まわるのに１年かかります。その日数はほぼ３６５日なのですが、

正確にいうと３６５日と約６時間かかり６時間ずれができてしまう

のです。そのままにしておくと、どんどんずれができてしまい季節

とカレンダーが合わなくなってしまうのです。ちょうど、４年間で

１日にあたる２４時間（６×４）のずれになるので、４年ごとに１

日増やして、そのずれを修正しているのです。 

また、最初のオリンピックのアテネオリンピックが「うるう年」

のときに始まったので、４年に一度の夏のオリンピックと「うるう

年」が偶然ぴったりはまっています。今年は「うるう年」なので、

パリでオリンピックが開かれますね。 

「うるう年」について、ちょっと難しかったかもしれませんが、

４年ごとに１日増える年があることを知っておきましょう。 

 

 

※正確には、地球が太陽を一周するのにかかる日数は 365.2422日

（365日 5時間 48分 46秒）です。 


